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（１）

　

神
話
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
真
っ

先
に
思
い
浮
か
べ
る
の
は
ギ
リ
シ
ャ

神
話
と
日
本
の
古
事
記
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
れ
に
対
す
る
私
の
イ
メ
ー
ジ

は
荒
唐
無
稽
で
ど
こ
か
遠
い
昔
話
の

よ
う
に
も
聞
こ
え
る
一
方
、
「
困
っ

た
と
き
の
神
頼
み
」「
ご
神
木
」
等
々

私
達
の
暮
ら
し
の
中
に
「
神
」
と
い

う
言
葉
が
使
わ
れ
続
け
て
い
る
の
は

な
ぜ
か
と
い
う
素
朴
な
疑
問
が
残

り
、
そ
れ
を
解
く
カ
ギ
を
今
回
の
講

座
で
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
受
講
し
た
。

　

講
師
は
國
學
院
大
學
で
神
話
学
を

専
門
に
研
究
さ
れ
て
い
る
平
藤
喜
久

子
先
生
。

　

講
義
内
容
は
ま
ず
、
神
話
が
語
る

共
通
の
テ
ー
マ
は
、
人
間
に
と
っ
て

普
遍
的
な
問
い
で
あ
り
、
多
く
は
「
は

じ
ま
り
」
に
関
わ
る
「
創
世
神
話
」

と
英
雄
の
活
躍
を
語
る
「
英
雄
神
話
」

で
あ
る
こ
と
。
神
話
学
の
対
象
と
領

域
は
、
文
学
や
歴
史
、
宗
教
学
、
心

理
学
、
民
俗
学
等
多
岐
に
わ
た
り
、

神
話
を
様
々
な
角
度
か
ら
比
較
・
対

照
し
た
り
、
分
析
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
個
別
の
文
化
の
特
徴
や
、
そ
の

社
会
に
属
す
る
人
た
ち
の
物
事
に
対

す
る
考
え
方
な
ど
を
検
討
し
人
類
の

足
跡
や
、
人
類
に
普
遍
的
な
思
考
、

観
念
に
つ
い
て
考
察
す
る
学
問
で
あ

る
と
の
説
明
が
あ
り
、
神
話
学
の
奥

の
深
さ
に
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。

　

次
に
、
神
話
の
世
界
は 

①
自
然
の

神 

②
は
じ
ま
り
の
神 

③
恵
み
の
神

④
動
物
・
怪
物
・
異
形
の
神
の
４
つ

に
分
類
さ
れ
、
さ
ら
に
自
然
の
神
は

天
の
神
、
太
陽
の
神
等
９
つ
の
神
に
、

は
じ
ま
り
の
神
は
世
界
を
つ
く
る

神
、
火
を
も
た
ら
す
神
等
９
つ
の
神

に
、
恵
み
の
神
は
竜
を
退
治
す
る
神
、

英
雄
、
恋
愛
の
神
等
19
の
神
に
、

動
物
・
怪
物
・
異
形
の
神
は
鳥
の
神
、

犬
・
狼
の
神
と
怪
物
等
15
の
神
に
そ

れ
ぞ
れ
分
類
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
神

の
多
様
さ
と
数
に
驚
い
て
し
ま
っ

た
。

　

続
い
て
比
較
神
話
学
的
見
地
か
ら

一
つ
の
事
例
と
し
て
、
火
の
始
ま
り

の
神
話
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

始
め
に
、
人
類
と
火
の
関
わ
り
に
つ

い
て
、
原
人
は
火
山
の
噴
火
や
天
然

ガ
ス
、
草
木
の
自
然
発
火
に
よ
る
火

を
利
用
し
て
い
た
こ
と
、
北
京
原
人

の
洞
窟
な
ど
で
火
が
使
用
さ
れ
て
い

た
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
後
、
ギ

リ
シ
ャ
神
話
の
火
の
起
源
は
プ
ロ
メ

テ
ウ
ス
が
人
間
に
火
の
神
を
盗
ん
で

与
え
た
話
、
南
米
の
ガ
ラ
ニ
族
の
神

話
で
魔
法
使
い
の
ハ
ゲ
タ
カ
に
占
有
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津田 仁

神話は今も生きている

さ
れ
て
い
た
火
を
神
の
子
ニ
ア
ン
デ

ル
が
火
を
木
の
中
に
入
れ
て
持
ち
帰

り
、
人
間
た
ち
が
木
と
木
を
す
り
合

わ
せ
れ
ば
い
つ
で
も
使
え
る
よ
う
に

し
た
話
、
日
本
神
話
で
は
イ
ザ
ナ
ミ

が
火
の
神
を
出
産
し
、
そ
の
際
に
大

や
け
ど
を
負
い
、
苦
し
み
の
中
で
さ

ら
に
様
々
な
神
を
発
生
さ
せ
な
が
ら

死
ん
で
い
っ
た
話
な
ど
、
興
味
深
い

事
例
が
説
明
さ
れ
た
。

　

講
義
を
受
講
し
て
感
じ
た
こ
と

は
、
人
類
が
こ
れ
程
多
く
の
神
を
誕

生
さ
せ
た
の
は
そ
れ
だ
け
人
類
が
森

羅
万
象
と
の
関
係
の
中
で
生
き
て
き

た
証
の
結
果
で
も
あ
り
、
生
み
出
さ

れ
た
神
話
の
一
つ
一
つ
に
は
そ
こ
で

生
き
、
死
ん
で
い
っ
た
人
々
、
共
同

体
の
夢
や
畏
怖
な
ど
が
祈
り
の
ご
と

く
織
り
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
っ

た
。
そ
れ
は
あ
る
意
味
人
類
の
精
神

の
歴
史
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

神
話
が
今
後
も
豊
か
な
拡
が
り
を
持

ち
な
が
ら
、
人
々
の
心
に
繋
が
っ
て

い
く
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
フ
ラ
ン
ス

の
神
話
学
者
デ
ュ
メ
ジ
ル
の
言
葉
を

紹
介
し
て
終
わ
り
と
し
ま
す
。
「
神

話
を
持
た
ぬ
民
族
が
も
し
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
既
に
生
命
を
な
く
し
た
民
族

だ
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
」
。

—『世界の神様 解剖図鑑』を受講して —



知
っ
た
。
作
者
の
体
験
通
り
な
ら
一
九
八
八
年
の
秋
で
、
何
と
私

が
大
阪
府
池
田
市
に
住
ん
で
い
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
正
確
に
は

「
市
立
池
田
病
院
」
で
あ
ろ
う
。
前
の
公
園
と
は
、「
光
明
公
園
」

の
筈
で
、
そ
れ
を
知
る
と
作
品
が
ぐ
っ
と
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

池
田
市
は
大
阪
北
西
部
の
城
下
町
で
人
口
は
約
十
万
、
宝
塚
や

神
戸
に
近
く
、「
大
坂
臭
」
は
余
り
な
い
ハ
イ
カ
ラ
な
街
で
あ
る
。

住
民
の
大
阪
弁
も
南
部
の
よ
う
に
き
つ
く
は
な
い
。

　

作
品
の
舞
台
は
関
西
周
辺
と
最
初
か
ら
感
じ
て
い
た
が
、
関
西

弁
の
人
が
少
な
い
の
は
、
こ
の
土
地
柄
と
地
域
を
特
定
し
た
く
な

い
作
者
の
意
図
の
た
め
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
池
田
の
病
院

な
ら
看
護
婦
や
、
ま
し
て
大
阪
お
ば
は
ん
的
三
婆
が
標
準
語
風
に

話
す
の
は
少
し
変
で
、
そ
の
く
せ
「
今
時
の
」
を
「
今
日
び
の
女

の
子
は…

…

」
と
関
西
式
云
い
方
を
す
る
。
標
準
語
の
積
り
な
の

だ
ろ
う
か
？

　

小
島
の
言
訳
に
激
昂
し
、
彼
を
打
擲
す
る
さ
や
か
の
罵
言
も
、

私
に
は
大
阪
弁
の
ほ
う
が
自
然
な
の
に
と
思
え
た
。「
何
が
心
配

す
る
な
や
。
あ
ほ
、
し
ば
か
れ
て
当
然
や
ろ
」
と
い
う
よ
う
に
。

　

こ
の
作
品
の
テ
ー
マ
は
、「
な
ぜ
人
は
『
依
存
症
』
に
な
り
、

そ
こ
か
ら
抜
け
ら
れ
な
い
か
」
で
あ
ろ
う
。
小
島
は
、
十
八
歳
か

ら
三
十
五
歳
の
入
院
前
日
ま
で
大
酒
を
飲
み
続
け
、
遂
に
倒
れ
て

し
ま
う
。
あ
と
二
、
三
日
飲
み
続
け
た
ら
、
危
な
か
っ
た
と
主
治

医
が
い
う
ほ
ど
の
肝
障
害
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

彼
は
こ
れ
を
省
み
て
、
酒
好
き
が
高
じ
て
ア
ル
中
に
な
る
の
で

は
な
く
、
肉
体
と
精
神
の
沈
痛
の
道
具
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
選
ぶ
者

が
中
毒
に
な
る
の
だ
と
云
う
。
ま
た
現
実
と
い
う
リ
ア
リ
テ
ィ
に

　

こ
の
本
の
帯
に
は
、「
ア
ル
中
小
説
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
」
と
あ
り
、

裏
表
紙
に
も
「
酒
飲
み
に
捧
ぐ
ア
ル
中
小
説
」
と
の
宣
伝
文
句
が

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
見
る
と
、
酔
っ
払
い
人
間
へ
の
賛
歌

か
、
逆
に
酒
で
失
敗
し
た
人
の
後
悔
記
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
下
戸
の
私
に
は
関
心
の
な
い
こ
と
で
、
作
者

に
つ
い
て
何
も
知
ら
ず
、
何
も
期
待
せ
ず
に
読
ん
だ
。
講
座
の
課

題
図
書
で
な
け
れ
ば
、
手
に
取
る
こ
と
も
な
か
っ
た
ろ
う
。

　

し
か
し
、
読
み
始
め
る
と
印
象
が
変
っ
た
。
こ
れ
は
酔
っ
払
い

小
説
で
は
な
い
。
む
し
ろ
ク
リ
ア
ー
な
頭
脳
の
人
の
手
記
で
あ
り
、

「
依
存
症
」
の
問
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
っ
た
作
品
で
あ
る
。

　

し
か
も
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
体
験
か
ら
薬
物
も

煙
草
も
依
存
性
と
い
う
点
で
は
同
等
で
あ
る
の
に
、
酒
類
ば
か
り

が
世
に
野
放
し
で
あ
る
と
断
じ
て
い
る
。

　

こ
の
作
品
は
主
人
公
小
島
が
重
篤
な
ア
ル
中
で
入
院
す
る
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
り
、
四
十
日
後
の
退
院
日
で
終
る
。
そ
の
間
、
治
療

に
当
る
医
師
や
看
護
婦
、
同
室
の
患
者
た
ち
、
事
務
所
の
部
下
さ

や
か
、
お
節
介
な
患
者
の
三
婆
ら
、
主
人
公
を
取
り
巻
く
種
々
の

人
間
の
言
動
が
描
か
れ
る
。

　

医
師
は
当
然
ア
ル
中
地
獄
か
ら
彼
を
再
生
さ
せ
よ
う
と
し
、
さ

や
か
も
手
荒
に
叱
咤
す
る
が
、
同
室
の
不
良
患
者
は
、
彼
を
再
び

中
毒
者
に
落
そ
う
と
す
る
。
暇
な
三
婆
（
松
、
竹
、
梅
）
は
事

あ
る
毎
に
彼
を
お
ち
ょ
く
る
（
か
ら
か
う
）。
各
人
が
個
性
的
で
、

主
人
公
と
の
や
り
と
り
が
可
笑
し
い
。

　

講
座
の
配
布
資
料
で
、
こ
こ
が
池
田
市
民
病
院
で
あ
る
の
を

抗
性
の
な
い
人
間
が
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
の
中
毒
に
な
る
と
、
自

他
へ
の
観
察
を
述
べ
て
い
る
。

　

主
治
医
赤
河
は
彼
の
知
力
を
認
め
、
精
神
病
理
学
書
の
内
容
を

彼
に
説
く
。
患
者
の
性
格
分
析
や
潜
在
的
同
性
愛
説
、
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
障
害
説
等
々
。
し
か
し
、
そ
れ
は
小
島
に
と
っ
て
ア
ル
中

地
獄
を
脱
す
る
道
筋
に
は
な
ら
ず
、
こ
ん
な
も
の
科
学
で
す
か
ね
、

と
そ
の
理
論
を
駁
す
。

　

「
依
存
」
と
い
う
の
は
、
よ
ほ
ど
人
間
の
心
身
の
深
い
と
こ
ろ

に
根
ざ
す
も
の
の
よ
う
だ
。
自
身
の
生
存
と
子
孫
を
残
す
だ
け
の

動
物
は
依
存
症
と
は
無
縁
だ
か
ら
、
こ
れ
は
肉
体
と
精
神
を
合
せ

持
つ
人
間
だ
け
の
「
病
気
」
で
、
そ
れ
だ
け
に
治
癒
困
難
な
も
の

に
違
い
な
い
。

　

依
存
は
酒
に
限
ら
ず
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
や
ゲ
ー
ム
、
ま
た
痴
漢
や

盗
撮
等
性
的
な
も
の
に
も
起
こ
る
。
そ
れ
ら
は
見
え
な
い
心
の
習

性
だ
け
に
規
制
や
監
視
だ
け
で
は
解
決
で
き
ず
、
当
人
の
回
心
を

導
く
指
導
と
周
り
の
見
守
り
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
。

　

さ
や
か
は
、
父
の
ア
ル
中
の
た
め
家
庭
が
崩
壊
し
、
か
つ
て
小

島
の
放
蕩
仲
間
だ
っ
た
兄
も
失
い
、
今
度
は
心
寄
せ
る
小
島
も
失

い
か
け
て
い
る
。
ど
れ
も
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
が
原
因
で
あ
る
。
そ

れ
を
知
っ
た
小
島
は
、
退
院
を
機
に
今
度
こ
そ
酒
を
絶
と
う
と
し

て
い
る
よ
う
だ
。

　

さ
や
か
と
の
退
院
祝
い
は
、
バ
ー
で
の
ミ
ル
ク
に
よ
る
乾
杯
で

あ
る
。
果
た
し
て
『
今
夜
、
す
べ
て
の
バ
ー
で
』
の
再
生
の
見
本

と
な
る
か
？　

そ
れ
は
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
の
ま
ま
、
小
説
は
終
る
。

中
島
ら
も
著

『
今
夜
、
す
べ
て
の
バ
ー
で
』
、
の
後
に
来
る
も
の 
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教
育
の
自
律
性
と
教
育
政
治 

荒
井
文
昭
（
大
月
書
店
）
373

あ
る
ヒ
ト
ラ
ー
ユ
ー
ゲ
ン
ト
団
員
の
日
記
１
９
２
８
―
３
５

 

ア
ン
ド
レ
・
ポ
ス
タ
ー
ト
編
・
著
（
白
水
社
）
379

「
お
と
な
の
女
」
の
自
己
教
育
思
想 

村
田
晶
子
（
社
会
評
論
社
）
379

米
兵
は
な
ぜ
裁
か
れ
な
い
の
か 

信
夫
隆
司
（
み
す
ず
書
房
）
395

〈
自
然
科
学
〉

発
達
障
害
サ
バ
イ
バ
ル
ガ
イ
ド 

借
金
玉
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）
493

刑
務
所
の
精
神
科
医 

野
村
俊
明
（
み
す
ず
書
房
）
498

〈
工
業
〉

北
海
道
新
聞
が
伝
え
る
核
の
ご
み
考
え
る
ヒ
ン
ト 

 

関
口
裕
士
（
北
海
道
新
聞
社
）
539

伝
え
た
い
京
の
暮
ら
し
、
京
の
味　

 

 

松
永
佳
子
（
京
都
新
聞
出
版
セ
ン
タ
ー
）
596

パ
パ
の
家
庭
進
出
が
ニ
ッ
ポ
ン
を
変
え
る
の
だ
！ 

前
田
晃
平
（
光
文
社
）
599

〈
産
業
〉

森
林
の
放
射
線
生
態
学 

橋
本
昌
司
（
丸
善
出
版
）
653

〈
芸
術
〉

失
わ
れ
た
色
を
求
め
て 

吉
岡
幸
雄
（
岩
波
書
店
）
753

社
会
思
想
と
し
て
の
ク
ラ
シ
ッ
ク 

猪
木
武
徳
（
新
潮
社
）
762

演
劇
入
門 

鴻
上
尚
史
（
集
英
社
）
770

〈
言
語
〉

ふ
く
し
ま
の
子
ど
も
た
ち

 

ゆ
め･

ざ
ぶ
ん
賞
福
島
実
行
委
員
会
（
遊
行
社
）
816

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト 

大
類
善
啓
（
批
評
社
）
899

〈
文
学
〉

歴
史
と
い
う
も
の 

歴
史
と
い
う
も
の
（
中
央
公
論
新
社
）
91
い

他
者
の
靴
を
履
く 

ブ
レ
イ
デ
ィ
み
か
こ
（
文
藝
春
秋
）
91
ブ

感
染
症
の
時
代
と
夏
目
漱
石
の
文
学 

（
か
も
が
わ
出
版
）
910
な

万
葉
の
鳥 

山
下
景
子
（
誠
文
堂
新
光
社
）
911
や

顔
の
な
い
花
嫁 

Ｋ
・
Ｒ
・
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー
（
小
学
館
）
93
ア

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

〈
哲
学　

心
理
学　

宗
教
〉

「
自
由
」
の
危
機 

藤
原
辰
史
ほ
か
（
集
英
社
）
151

〈
歴
史
〉

中
国
戦
線
、
あ
る
日
本
人
兵
士
の
日
記 

小
林
太
郎
（
新
日
本
出
版
社
）
210

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
史 

前
田
耕
作
（
河
出
書
房
新
社
）
227

多
摩
・
武
蔵
野
凸
凹
地
図 

（
昭
文
社
）
291

〈
社
会
科
学
〉

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
知
る
た
め
の
７
０
章 

 

前
田
耕
作
・
編
著
（
明
石
書
店
）
302

ギ
フ
ト
エ
コ
ノ
ミ―

 

リ
ー
ズ
ル
・
ク
ラ
ー
ク
（
青
土
社
）
331

個
人
的
な
こ
と
は
社
会
的
な
こ
と 

貴
戸
理
恵
（
青
土
社
）
360

「
部
落
」
は
今
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か 

丹
波
真
理
（
部
落
問
題
研
究
所
）
361

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ソ
ジ
ニ
ー

 

大
井
浩
二
（
小
鳥
遊
書
房
）
367
お

二
重
に
差
別
さ
れ
る
女
た
ち 

 

ミ
ッ
キ
・
ケ
ン
ダ
ル
（
Ｄ
Ｕ　

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｓ
）
367
ケ

声
を
あ
げ
て
、
世
界
を
変
え
よ
う
！ 

 

ア
ド
ー
ラ
・
ス
ヴ
ィ
タ
ク
（
Ｄ
Ｕ　

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｓ
）
367
ス

私
は
い
ま
自
由
な
の
？ 

リ
ン
・
ス
タ
ル
ス
ベ
ル
グ
（
柏
書
房
）
367
ス

小
さ
な
い
の
ち
の
ド
ア
を
開
け
て

 

永
原
郁
子
（
い
の
ち
の
こ
と
ば
社
〈
フ
ォ
レ
ス
ト
ブ
ッ
ク
ス
）
367
な

子
ど
も
を
育
て
ら
れ
る
な
ん
て
思
わ
な
か
っ
た 

 

古
田
大
輔
・
編
（
山
川
出
版
社
）
367
ふ

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
支
え
る 

    

Ｎ
ｕ
ｒ
ｓ
ｉ
ｎ
ｇ　

Ｔ
ｏ
ｄ
ａ
ｙ
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
編
集
部
・
編
集 

 

 

（
日
本
看
護
協
会
出
版
会
）
369

沖
縄
と
色
川
大
吉 

三
木
健
・
編
（
不
二
出
版
）
369

教
育
は
社
会
を
ど
う
変
え
た
の
か 

桜
井
智
恵
子
（
明
石
書
店
）
371

図
書
室
の
つ
ど
い

　

昨
今
、
資
本
主
義
を
め
ぐ
る
議
論
が
盛
ん
で
す
。
格
差
、
分

断
が
社
会
問
題
と
な
り
、
世
の
中
は
複
雑
化
・
不
透
明
感
が
増

し
て
い
ま
す
。
多
様
性
が
叫
ば
れ
な
が
ら
も
同
調
圧
力
は
変
わ

ら
ず
に
存
在
し
、
そ
の
一
方
で
、
個
性
が
求
め
ら
れ
、
楽
し
い

は
ず
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
苦
痛
に
な
っ
て
日
常
的
に
疲
れ
を
感
じ
て
い

る…
…

そ
ん
な
方
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
社
会
の
あ
り
方
、
そ
し
て
そ
の
中
で
一
人
の
個
人
と
し
て

生
き
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
て
み
ま
す
。

　

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
異
色
の
教
養
番

組
の
企
画
制
作
を
続
け
る
丸
山
さ
ん
と
、
こ
の
時
代
や
こ
の
社

会
で
心
を
開
放
す
る
〝
生
き
方
〟
〝
考
え
方
〟
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

〈
丸
山
さ
ん
の
本
〉『
14
歳
か
ら
の
資
本
主
義
』、『
14
歳
か
ら
の

個
人
主
義
』（
大
和
書
房
）『
欲
望
の
資
本
主
義
５
』（
東
洋
経
済

新
報
社　

制
作
班
と
の
共
著
）
ほ
か
多
数
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
話  

丸
山 

俊
一

 

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
、
東
京
藝
術
大
学
、
早
稲
田
大
学
）

と　

き 

３
月
５
日
（
土
） 

昼
２
時
～
４
時

と
こ
ろ 

公
民
館　

地
下
ホ
ー
ル

定　

員 

40
名 

（
申
込
先
着
順
）

申　

込 

２
月
８
日
（
火
） 

朝
９
時
～

 

公
民
館
☎(

５
７
２)

５
１
４
１

＊
発
熱
や
体
調
の
悪
い
方
は
、
参
加
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

社
会
と
個
人
の
間
に
あ
る
ジ
レ
ン
マ

～
14
歳
か
ら
の
資
本
主
義
／
個
人
主
義
を
考
え
る
～

（３） 図書室月報 2022 年 (令和４年 )２月



　 
 
 
 
 
 
 
 

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
大
阪
府
出
身
の
料
理
コ
ラ
ム
ニ

ス
ト
山
本
ゆ
り
さ
ん
の
、
人
気
ブ
ロ
グ
を
単
行
本
化
し

た
エ
ッ
セ
イ
集
で
す
。

　

こ
の
本
の
一
番
の
魅
力
は
、
本
を
読
む
と
い
う
よ

り
、
カ
フ
ェ
で
ラ
ン
チ
し
な
が
ら
、
関
西
系
女
子
と
の

爆
笑
ト
ー
ク
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
な
時
間
が
過
ご
せ

る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
そ
の
中
に
出
て
き
た
料
理
や
ス

イ
ー
ツ
の
レ
シ
ピ
を
枠
外
コ
ラ
ム
に
簡
単
に
掲
載
し
て

あ
っ
た
り
、
ま
と
め
て
カ
ラ
ー
写
真
付
き
で
詳
し
く
紹

介
す
る
ペ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
。

　

山
本
ゆ
り
さ
ん
の
レ
シ
ピ
の
特
徴
は
、
焼
肉
の
た
れ

と
か
麺
つ
ゆ
と
い
っ
た
家
庭
に
常
備
さ
れ
て
い
る
調
味

料
を
使
っ
て
、
フ
ラ
イ
パ
ン
一
本
と
か
電
子
レ
ン
ジ
で

お
手
軽
に
作
れ
る
こ
と
で
す
。
「
出
汁
を
ひ
い
て
、
何

時
間
も
煮
込
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
か
一
切
言
わ
な
い
の

で
、
料
理
に
対
す
る
ハ
ー
ド
ル
が
上
が
る
こ
と
な
く
作

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
書
タ
イ
ト
ル
の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
（
あ
ま
り
行
か

な
い
の
で
ス
タ
バ
と
略
す
の
は
恥
ず
か
し
い
そ
う
で

す
）
の
話
は
四
頁
だ
け
で
、
日
常
の
会
話
や
話
題
が
主

体
で
す
。
「
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
っ
て
一
回
で
捨
て
ま
す

か
？
」
と
い
っ
た
自
虐
系
の
ネ
タ
を
は
じ
め
、
夫
の
一

言
「
『
今
日
カ
レ
ー
で
い
い
よ
』
が
腑
に
落
ち
な
い
」

（
カ
レ
ー
を
簡
単
な
料
理
だ
と
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
け
ど
、
切
っ
た
り
煮
込
ん
だ
り
手
間
が
か
か
る
ん

だ
ぞ
。
簡
単
で
い
い
と
言
う
の
な
ら
、
具
は
要
ら
な
い

か
ら
ル
ー
だ
け
で
い
い
と
か
、
ボ
ン
カ
レ
ー
で
い
い
と

か
言
え
）
、
「
自
分
ば
っ
か
り
損
し
て
い
る
と
思
う
時

に
」
な
ど
、
読
み
な
が
ら
大
い
に
共
感
す
る
こ
と
も
た

び
た
び
で
す
。

　

「
食
べ
て
な
い
と
落
ち
着
か
な
い
状
態
の
時
っ
て
よ

く
あ
り
ま
す
。『
空
腹
だ
か
ら
食
べ
る
』
じ
ゃ
な
く
て
、

『
食
べ
る
と
い
う
行
為
が
し
た
い
か
ら
食
べ
る
』
っ
て

感
じ
」
で
「
満
腹
感
が
欲
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
！
満
足
感

が
欲
し
い
ん
で
す
！
」
と
言
っ
て
、
つ
ま
み
食
い
や
間

食
を
頻
繁
に
す
る
姿
に
私
は
思
わ
ず
拍
手
を
送
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
山
本
さ
ん
の
ご
家
族
や
友
人
た
ち
と
の
爆

笑
ト
ー
ク
の
な
か
で
は
、
み
ご
と
な
一
人
ボ
ケ
ツ
ッ
コ

ミ
あ
り
で
関
西
系
女
子
の
ト
ー
ク
力
の
高
さ
を
ふ
ん
だ

ん
に
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
本
を
一
冊
読
み
終
わ
っ
た
時
に
は
、
「
自
分
、

め
っ
ち
ゃ
関
西
弁
に
な
っ
と
る
や
ん
！
」
と
な
る
こ
と

請
け
合
い
で
す
。 

（
扶
桑
社
）

図
書
室
の
つ
ど
い

中
井 

あ
つ
し

　

山
。
そ
こ
に
生
き
た
人
々
の
こ
と
を
、
私
た
ち
は
ど
れ
だ
け
思
い
起
こ
す
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　

山
国
と
呼
ば
れ
る
こ
の
国
の
、
谷
を
越
え
山
襞
を
分
け
い
っ
た
そ
の
奥
の
ま
た

奥
に
、
見
事
な
ま
で
の
暮
ら
し
が
あ
り
、
数
多
の
仕
事
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
現
在

ど
れ
だ
け
の
人
が
想
像
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。　
　

　

三
宅
さ
ん
が
全
国
各
地
で
巡
り
会
っ
て
き
た
、
山
や
木
を
め
ぐ
る
多
様
な
仕
事

に
つ
い
て
、
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
三
宅
さ
ん
の
本
〉
表
題
作
（
山
と
渓
谷
社
）『
炭
焼
紀
行
』（
創
森
社
）、『
槍
ケ
岳
・

穂
高
岳
』
調
査
執
筆
（
昭
文
社
）、『
丹
沢
』（
山
と
渓
谷
社
）、

『
雲
ノ
平
・
双
六
岳
を
歩
く
』
写
真
・
文
（
山
と
渓
谷
社
）
ほ
か

お
話  

三
宅 

岳 

（
フ
リ
ー
写
真
家
）

〈
私
の
本
棚
か
ら　

第
５
回
〉

や
ま
ひ
だ

あ
ま
た

山
に
生
き
る

—
失
わ
れ
ゆ
く
山
暮
ら
し
、
山
仕
事
の
記
録—

山
本
ゆ
り 

著

 

『
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
で

　
　

  

普
通
の
コ
ー
ヒ
ー
を

             

頼
む
人
を
尊
敬
す
る
件

                         s
yu

n
k
o
n

日
記
』

と　

き 

３
月
26
日
（
土
） 

昼
２
時
～
４
時

と
こ
ろ 

公
民
館　

地
下
ホ
ー
ル

定　

員 

会
場
受
講
40
名
・
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
30
名

申　

込 

2
月
17
日
（
木
）
朝
９
時
～
３
月
24
日
（
木
）
夕
５
時

 

会
場
受
講
：
公
民
館
☎(

５
７
２)

５
１
４
１

 

オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
：s

e
c
_k

o
m

in
k
a
n

@
c
ity.k

u
n

ita
c
h

i.lg
.jp

係から
　

図
書
室
の
蔵
書
点
検
に
伴
う
休
室
に
ご
理

解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
︑あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
︒図
書
室
の
つ
ど
い
︑作
家
と
作

品
な
ど
2
月
も
様
々
な
講
座
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
︒講
座
の
前
後
に
ぜ
ひ
図
書
室
で
関

連
図
書
な
ど
を
手
に
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

※

い
ず
れ
も

　

申
込
先
着
順

（４）図書室月報 2022 年 (令和４年 )２月

オンラン受講

申込メールへ

記載する項目

【
件
名
】 

講
座
名 

【
本
文
】 

①
氏
名 

②
ふ
り
が
な 

③
住
所 

④
電
話
番
号

※

参
加
方
法
の
詳
細
は
、前
日
ま
で
に
メ
ー
ル
い
た
し
ま
す
。

※

当
日
、参
加
者
側
の
環
境
で
の
接
続
や
音
声
・
映
像
の
不
備
に
つ
い
て
の

　

お
問
い
合
わ
せ
に
関
し
て
は
、対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

　

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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